








































































































































る。では、この『名媛詩歸三十六巻』を始めとす 種々 薛濤詩を収録する詩集は、いつ日本に伝来したのか。そして、小田海僊が「薛濤図」を描く際には いつ『名媛詩歸三十六巻』を手にするこ が出来たのか。　
日本において漢詩は、奈良、平安時代から、和歌と並行して多くの知識人に詠まれてきた。その漢詩の作者は、天皇や宮
廷貴族、それに一部の知識人層だけであった。しかし、江戸時代も後期にな と、作者層は一般大衆にまで広がっていく。『三體詩』 『唐詩選』 『唐詩三百詩』等の唐詩の選集と注釈書類も出版されて、多くの人々に愛読された。しかし、これらの唐詩の選集には 女流詩人の詩は一首も収録されていない。従って、当時の日本人 薛濤詩をこれらの書籍からは目にすることはできなかった。では、日本人は何によって、いつから、ど よう して薛濤詩を知る と なるのか。　



















































































































































以上の二十二種の総集のうち、明代成立の『彤管新編八巻』 『詩女史十四巻』 『彤管遺編二十巻』 『名媛璣嚢二巻』 『青樓韻
語四巻』 『古今名媛彙詩二十巻』 『名媛詩歸三十六巻』 『古今女史
　
詩集八巻』の八種と、清代成立の『歴朝閨雅十二巻』 『歴







「資料編」から成り、 「資料編」には、 「齎来書目」 「大意書」 「長崎会所取引時の諸帳」 （書籍元帳、見帳、直組帳、落札帳） 、及び「商舶載来書目」といった唐船持渡書の資料が掲載されてい 。 『舶載 目』も、一九七二年に 同研究所が「資料集刊七」として刊行 である。宮内庁書陵部所蔵の「舶載書目」と、内閣文庫所蔵の「分類舶載書目」を影印刊行している。　
このうち、 『江戸時代における唐船持渡書の研究』の「資料編」に挙げている「齎来書目」 「大意書」 「長崎会所取引時の








た。表Ⅰ「薛濤詩を収録する総集 日本へ 伝来年と和刻本刊行状況」に、これらを纏めた。 「日本への伝来年」は、 『江戸時代における唐船持渡書の研究』並びに『舶載書目』等 唐船持渡書の資料 記録があった年を示す。書籍の成立年については、序文等を参考にして特定したが、特定できない書籍は、張篷舟箋『薛濤詩箋』の「薛濤詩専集選集収詩情況」に準拠した。　
表Ⅰの「日本への伝来年」を見ると、 『又玄集三巻』 『才調集十巻』 『文苑英華一千巻』 『吟窗雜録五十巻』 『彤管新編八
巻』 『詩女史十四巻』 『彤管遺編二十巻』 『名媛璣嚢二巻』 『萬首唐人絶句四十巻』 『名媛詩歸三十六巻』 『唐詩豔逸品四巻』『古今女史
　
詩集八巻』 『全唐詩録一百巻』 『全唐詩九百巻』及び『歴朝名媛詩詞十二巻』の十五種の総集が、江戸時代の一














戸時代より前はどうであったのか。成立年から考えて、江戸時代より前に伝来の可能性があるのは 表Ⅰの唐の光化三年（九〇〇年）成立の『又玄集三巻』から、 『才調集十巻』 『文苑英華 千巻』 『吟窗雜録五十巻』 、そして南宋の咸淳元年（一二六五年）成立の『分門纂類唐歌詩殘十一巻』までの五種の総集である。　『又玄集三巻』 『才調集十巻』 『吟窗雜録五十巻』については次章でも述べるが、和刻本の刊行が江戸末期であることから、流伝したのはやはり江戸期とみられる。　また、この『又玄集三巻』 （光化三年｟九〇〇年｠成立） 、 『才調集十巻』 （九一〇年頃に成立） 、 『吟窗雜録五十巻』 （紹興




書　　名 編　　者 成立年 薛濤詩 日　本　へ　の　伝　来　年 和刻本刊行
1 又玄集三巻 （唐）韋莊　 光化３年
（900 年）序
２首 ※〔注〕（23）参照 享 和 ３ 年
（1803 年）
2 才調集十巻 （前蜀）韋縠 910 年頃 ３首 嘉永２年（1849 年）　安政２年（1855 年）
※〔注〕（23）参照








３首 元祿13年（1700 年）　寶永 7 年（1710 年）














６ 彤管新編八巻（明）張之象 嘉靖 33 年
（1554 年）序
12 首 享保11年（1726 年）
7 詩女史十四巻（明）田藝蘅 嘉靖 36 年
（1557 年）序





44 首 嘉永２年（1849 年）






　　   竄補
萬曆 35 年
（1607 年）
73 首 寶永７年（1710 年）　正徳元年（1711 年）
寶曆４年（1754 年）
文 政 ６ 年
（1823 年）


















































（清）陸昶 乾隆 38 年
（1773 年）序

































































この『弄石庵唐詩名花集四巻』には、 『唐詩豔逸品四巻』に収録されている「柳絮」 「梅花」 「牡丹」の三首と、弄石庵が
日本における薛濤詩の受容
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江戸時代中期の享保二年（一七一七年）刊行の和刻本『弄石庵唐詩名花集四巻』に翻刻されている。十九世紀始めに官版として刊行された和刻本『又玄集三巻』 『才調集十巻』 『吟窗雜録五十巻』 、及び『萬首唐人絶句四十巻』より一世紀も早く、十八世紀始めに好事家によって和刻本『弄石庵唐詩名花集四巻』が編まれて、それには薛濤詩が四首収録されていたことが明らかになった。　
なお、表Ⅰ「薛濤詩を収録する総集の日本への伝来年と和刻本刊行状況」で、 『唐詩豔逸品四巻』の「和刻本刊行」を



































































































































































』の第一部「同心草」 序詩として、 「春望詞四首（其三） 」の原詩を引用している。続いて大正十二年（一九二三年）に
は『我が一九二二年』に、同じ「春望詞四首（其三） 」の原詩に、 「つみ草」と題した翻訳詩を加えると う形で掲載している。そして昭和四年（一九二九年）には『─支那歴朝名媛詩鈔─車塵集』に、 「音
ね
に啼く鳥」 （春望詞四首｟其二｠ ） 、 「春の






































































































































佐藤春夫『車塵集』の序文には、 「車塵集収めるところの六朝より明清に至る女流詩人 作品數十篇はま 庭中第一
枝の春を豊かに飾っていつた花 はない。いづ も葉がくれの幽暗 小さな燭の如くひそかに明 くしてそ まゝ地上に散り敷いたつつましい花びらの姿である。 」と、それまで脚光を浴びることもなく、消えていった女性たちの を集めた 集であることが強調されている。また、角田音吉『支那女流詩講』 は、 『唐詩選』や『三體詩』等には女性の詩が掲載されていないことを訝しく思い、女流詩人の詩を集めて世の同好者に紹介したい旨が記されている。これらの 流詩 選集の編纂のねらい等からは、それ で知られ な 女流詩人の詩にも次第に目が向けられるようになり、女流詩人の詩集を編纂して、多くの人に伝えたいと考えるように ことが窺える　
薛濤詩が日本で受容された要因としては、女流詩の選集を望む当時の世相に加えて、薛濤詩 特色も関係していたと考え
られる。薛濤詩 約六割は、詩題に「上る」 「酬ゆ」 「寄す」等と特定 人 宛てた贈答 詩である。これ 薛濤が十一人の剣南西川節度使に仕えた際 節度使を始め朝廷や地方の役人等に宛てたも である。しか 日本 編ま た 車塵
日本における薛濤詩の受容
— 21 —
集』のような詩集には、特定の人に対して詠んだ贈答の詩ではなく、風景や事物を題材として詠んだ詩が収録されている。引用または収録の最も多い詩は、 「春望詞（其一） 」 「蝉」 「秋泉」 、及び「贈遠（其一） 」の四首である。このうち「贈遠（其一） 」は、戦時下という特別の事情
）（（
（
















































































































廷貴族、それ 一部の知識人層だけであったが、江戸時代の後期になると、作者層は一般大衆にまで広がり、女流詩人も詩壇に登場するよう なり、女流詩への関心が高まる。このような女流詩人の躍進と、江戸中期以降 中国の女流詩人の が多く齎されて読まれた様相が重なっている。これは、読者の女流詩への関心の高まりに加えて、江戸時代の女流詩人を代表する江馬細香の例のように、日本 人たちが詩を詠む際には、中国 優れた女流詩を手 にしていたから あろう。日本では、女流詩人の躍進と共 、中国 女流詩人の詩の需要 高まり 多く 人々 読 れて受容されたと考え れる。　
明治時代以降は、和文翻訳詩という新しい形での受容が多く見られるようになる。日本で引用または採録された薛濤詩
は、自然の姿がきめ細やかに詠まれているものが多い。女性らしく繊細で清婉な詩は、当時刊行され始めた女流詩の総集の編纂意図とも合致していたことが、日本で受容されて、和文翻訳詩として愛誦され 要因と考えられ 。　
また、本稿では、日本における薛濤詩の受容 つ のみ考察したが、薛濤は、薛濤箋 いう小詩箋を考案し いること











贅筆五巻』 『蜀牋譜一巻』 『唐詩紀事八十一巻』 『唐才子傳十巻』 『蜀故二十七巻』














































































































































〔南宋〕晁公武等 昭德先生郡齋讀書志四 後志二巻』 （四部叢刊三編史部景故宮博物院圖書館藏宋淳祐袁州刊本）前志巻四中には、 「薛濤錦江集五巻」とある。
　　







〔元〕辛文房撰『唐才子傳十巻』 （叢書集成初編指海所収本排印 巻六には、 「錦江集五巻」とある。
　　
即ち、 『昭德先生郡齋讀書志』には蜀刻四巻本を重刊した袁本と蜀刻二十巻本を重刻した衢本があり、袁本では「薛濤錦江集五巻」 、衢本では「薛洪度詩一巻」としている。また、 『唐才子傳十巻』には「錦江集五巻」とあることについて、傅璇琮主編『唐才子傳校箋』 （中華書局出版
　
一九八七年）では、 「 《才子傳》稱元代《錦江集》尚傳，不確」としている。しかし、文献に存在の記録があるものは、疑わし






























〔明〕酈琥輯『彤管遺編二十巻』 （ 姑蘇新刻彤管遺編二十巻』四庫未収書輯 集部所収
　
景明隆慶元年刻補修本）


























































































































作者弄石庵が独自に選んだ三首（ 「觀桃李花有感二首」と「竹籬叢」 は、 『薛濤詩一巻』とは文字の異同が多く 『薛濤詩一巻』を引用したとするには疑問あるからで
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日本漢文学研究６
The Reception of Xue Tao’s Poems in Japan
Yokota Mutsumi
The Tang period was a time when classical poetry experienced unprecedented growth in China. 
Xue Tao 薛濤 was a female poet who flourished in the mid-Tang (second half of 8th cent. to early 
9th cent.) and is known, together with Yu Xuanji 魚玄機 , as one of the two greatest female poets 
of the Tang. Recognized for her poetic talent, she was summoned by the military governor of 
Jiannan-Xichuan 劍南西川 circuit in Shu 蜀 , where she recited poems while serving as a hostess 
at banquets. During this time she exchanged poems with many well-known poets such as Yuan 
Zhen 元稹 , Bo Juyi 白居易 , and Liu Yuxi 劉禹錫 .
　There is a Japanese Painting of Xue Tao which is accompanied by an 80-character inscription. 
It was produced by Oda Kaisen 小田海僊 , a painter of the so-called Southern school of literati 
painting (nanga 南画 ) who flourished in the second half of the Edo period. On which books did he 
base himself when composing this inscription? And how did knowledge of Xue Tao’s life and 
poems spread to Japan? The aim of this article is to provide answers to these questions.
　Towards this end, I first clarify what sorts of collections of Xue Tao’s poems and general 
anthologies including some of her poems have been compiled until now. On the basis of catalogues 
such as the Hakusai shomoku 舶載書目 , I then explore the question of when these anthologies 
were brought to Japan. As a result, it was ascertained that Xue Tao’s poems were introduced to 
Japan during the mid to late Edo period, not in collections of her poems but in various general 
anthologies. It is to be surmised that the inscription on Painting of Xue Tao was written on the 
basis of one of these general anthologies.
　It is evident that in the second half of the Edo period female poets of Japan, who had begun to 
make rapid advances at the time, were consulting the poems of Xue Tao and other Chinese 
female poets when composing their own poems. This can also be inferred from the poems and 
book collection of the female poet Ema Saikō 江馬細香 . There is, moreover, evidence that Xue 
Tao’s poems were printed in Japan.
　From the Meiji era onwards, Xue Tao’s poems were not simply read in the pseudo-classical 
yomikudashi 読み下し style, but also began to be translated into Japanese. A pioneer in this was 
Satō Haruo 佐藤春夫 , who produced translated poems of rhythmic beauty in traditional seven-
and-five-syllable metre using an elegant, purely Japanese vocabulary.
　I suggest that factors in this reception of Xue Tao’s poetry from the middle of the Edo period 
onwards were a rising demand for poems by Chinese female poets as a result of advances being 
made by Japanese female poets and a contemporary penchant for her poetic style, which was 
feminine, delicate, and enchanting.
Keywords: Xue Tao, Oda Kaisen, Ema Saikō, Satō Haruo, Hakusai shomoku
